
練習３

１：適度が最良である。

２：人生は夢である。

３：美しいものは困難である。

４：友人のものは共通である。

５：エジプトはナイルの賜物である。

６：名誉は徳の報酬である。

７：立派な奴隷の仕事は容易である。

８：島の木々は美しい。

９：葡萄酒は葡萄の樹の露である。

10：なぜならば、肉体とは魂の道具である。そして魂は神の道具である。

練習４

１：平和とは麗しいものである。

２：声は魂の影である。

３：葡萄酒の中に真実がある。

４：勇気とは取り上げられることのない武器である。

５：快楽の欲望（快楽を求める気持ち）は恥ずべきである。

６：立派な市民の意見は賢い。

７：法とは国家の魂である。

８：幸福とは確固としたものではなく、束の間のものである。

９：この道は何と狭く、そして険しいのだ。おお主よ。

10：市民の敬虔の中に、そして兵士の勇気の中に、そして裁判官の正義の中に、国家の力は存在する。

練習５

１：詩人はムーサ（歌の女神）に仕える。

２：我々は友人の言葉を常に信じる。

３：裁判官は正義を追求するだろう。

４：アテーナイ人は石に法を書く（刻む）。

５：苦労は苦労に苦労を運ぶ。（「苦労を重ねる」ということ。）

６：贈り物（というもの）は神さえも説得するだろう。

７：良い人は良い蔵の中から良いものを取り出し、悪い人は悪い蔵の中から悪いものを取り出す。

８：賢い弟子達を教育することは容易であろう。

９：若者は平野を通って将軍の馬を連れて行くだろう。

10：兵士達は村の中から逃げ出すことを欲する。

練習６

１：戦いの後、兵士達はアテーナイ市の中へ逃げつつあった。

２：ナウシカアーと侍女たちは海のそばでまりで遊んだ。

３：人間達は立派な友を持つことは良いことだと考える。

４：彼は、賢い人たちは「死は眠りである」と考えている、と言った。

５：彼は、自分は詩人ではなく、詩人達を裁くもの（批評家）だと言った。

６：彼は、先生は弟子達に長い手紙を書いていると言う。

７：博学は理性を持つことを教えない。

８：主人は奴隷に子供達を見守るよう命令した。

９：ソークラテースは裁判官たちに嘆願せず、そして危険を冒した。

10：平和は、農夫を岩ばかりの土地でさえ立派に養うけれども、戦争は肥沃な土地の中でさえ農夫を悪く養う。

練習７

１：数日のうちにギリシアは自由になるだろう。

２：彼は逃げ出すことがないほど立派だった。

３：兵士達が渡ることを妨げるほどに川（の流れ）は激しかった。

４：大量の雪が降って、（雪は）武器も、横たわっていた人も隠してしまった。

５：ダイダロスの息子イーカロスは海の中に落ちて、そして死んだ。

６：世界は舞台であり、誕生は入場である。あなたは来て、見て、立ち去った。

７：ペルシア人は、太陽、月、大地、風に犠牲を捧げたものでした。

８：テミストクレースは、海軍力を信用するようにアテーナイ人たちを説得した。

９：隷属への道は快楽を通っている。

10：川のそばで兵士達は、穀物と葡萄酒で満ちた多くの村を発見した。３日間ずっとそこにとどまった。

練習８

１：我々は、自分たちが哲学者であると言う。

２：キューロスは立派な兵士達を持っていた。

３：戦争中は二度の失敗はない。

４：一体どんな言葉によって扇動家はアテーナイ人達を説得したのか。

５：詩人も船乗りも馬にははうまく乗れない。

６：あなたは昨日広場にいたか？私は確か昼の間ずっといた。

７：家の中に何もないというのに、あなたはなぜ戸を閉めるのですか？

８：おお皆さん、踊る準備はできているか。いや、まだ準備できていない。

９：では人間とは何であろうか。人間は死ぬべき神だ。では神とは何だろうか。神は不死の人間である。

10：節制とはある種の秩序であり、またある種の快楽と欲望を自制することである。

練習９

１：恵みは恵みを生む。

２：老人は二度目の子供である。

３：海も女も、怒りという点では等しいものだ。

４：あなたは耳、理性、目に関して盲目だ。

５：ギリシア人は冬の間にギリシアの中から逃げた。

６：金銭は一方の人たちを説得し、言葉は他方の人たちを説得する。

７：老人達にとってさえも、智慧を学ぶことは良い。

８：悪い希望は、ちょうど悪い指導者の（悪い指導者が間違った方向へ導く）ように、過失へと人々を導く。

９：クセルクセースは鞭によってヘレースポントスを打つように命じた。

10：すなわち夜は盗人のものであり、さらに光は真実のものである。

練習10

１：一日は一年の小さな部分である。

２：好機は友人達を見分ける。火が黄金を見分けるように。

３：真実の言葉は単純である。

４：姿を見る鏡は青銅でできているが、理性を見る鏡はワインでできている。

５：真実を語ることは、自由人の務めである。

６：壁の高さと川の深さは兵士達を妨げた。

７：教育は黄金の冠に似ている（等しい）。なぜならば教育は名誉と出費を持つからだ。

８：マラトーンの戦いでは、君たちの父親は少々だったが勇敢だった。

９：なぜならば、神は木の城を信頼するようテミストクレースに命じたからである。

10：おおソローンよ、ソローンよ、お前達ギリシア人は常に子供であり、そして老人ではない。

練習11

１：神官達は神に牛を犠牲として捧げた。

２：財産と理性を持っている人は誰でも幸福である。

３：彼は、王がその妻を美しいと思っていると言っていた。

４：市民達が正しい都市国家はしっかりしている。

５：人間はその本質において政治的な生き物である。

６：我々は我々が見ている友人を信頼する。

７：アテーナイ人達の町の中には美しいアクロポリスがあった。

８：ポリスは人であり、城壁でも、人のいない船でもない。

９：スフィンクスは一方で女の顔を持ち、他方でライオンの胸と尾、鳥の翼を持っていた。

10：その中にチャンスを持つ時間がある。その中に時間を持つチャンスは多くない。（時間の中にはチャンスが存在するが、チャンスの中に多くの時間は存在しない。）

練習12

１：友人とは何であるか。もう一人の自分である。

２：他のものは他の人を喜ばせる。

３：彼は一方でそう言い、他方で以下のようなことをした。

４：アポローンは彼に、犠牲を捧げなければならないところの神々に犠牲を捧げるように答えた。

５：同じ原因から必ずしも同じことは生じない。

６：この若者達は、あの女性を信じたいとは思っていない。

７：この後に詩人は奴隷に、彼女の家に竪琴を運ぶように命じた。

８：よく知っていることに関しては、我々は立派に振る舞うが、よく知らないことに関しては、我々は立派に振る舞えない。

９：同じ親から生まれた子供でも、同じ性格を持たないことがしばしばある。

10：ドラコーンはかつてアテーナイにいたところの市民だったが、アテーナイ人が彼が別の新しい法律を書くのを欲するほど、賢く正しかった。しかし、彼の書いた法律は厳しいものだった。なぜなら、あの法律の中にはたった一つの罰、すなわち死しかなかったからだ。それゆえにアテーナイ人たちは、ドラコーンの書いた法律は、人のものではなく、竜のものだ、と言ったものだ。

練習13

１：愛より甘美なものはない。

２：ピンダロスの言っているように、水が最良だ。

３：技術は必然よりも（持続時間に関して）弱い。（あるいは）ずっと弱い。

４：犬は、人間たちにとってもっとも親しい存在だ。

５：どんな財産も友人よりは美しくない。

６：彼は、母親が父親より十歳若いと言っていた。

７：他人の過失は自分の過失よりも容易に見える（気がつく）ものだ。

８：できるだけすみやかにまたうまく、もっとも良き政治の仕組みを獲得した時、そのポリスは最も幸せに暮らすことでしょう。

９：アポロンの信託はデルフォイで下った。すなわちソポクレスは賢い、エウリピデスはかなり賢い、ソクラテスは全ての男達の中でもっとも賢い、と。

10：プロメテウスは初め獣と人間を作った。だが、人間達よりも獣の数が多いのを目撃したので、ある野獣を人間に変えた。それゆえ未だに、人間たちの体を持って、獣の魂を持った人間が存在する。

練習14

１：時間が経てば何でも明らかになる。

２：ツバメが一匹飛んで来たからと言って春は来ない。

３：神々に愛されるものは若くして死ぬ。

４：彼は立派であると思われることを欲しないが、本当に立派であることを欲している。

５：ローマ人はシチリア島をローマの蔵と呼んだ。

６：ネストールの舌から蜜が流れるように言葉が流れたものでした。

７：役に立つ友人を一人も持っていないような人は、生きる価値がない。

８：不正を働くということは次のようなことです。すなわち他の人たちよりも多くのものを持ちたいと願うことです。

９：どんな危険が人間たちにとって、嵐の時に海を船で渡ることよりも大きいか。

10：あるアテーナイ人がペリクレースに訪ねた。「おおペリクレース、支配者が肝に銘じておかなければならない最初のものは何ですか。」「人間であるという自覚だ。」「二番目は？」「美しく、そして正しく支配しなければならない。」「三番目は？」ペリクレースは言った。「いつまでも支配しようとはしないことだ。」

練習15

１：私はアルファでありオメガ、すなわち初めであり終わりである。

２：おおソクラテスよ、誰もあなたより賢くはない。

３：一方でそれが私を喜ばせ、他方であれがあなたを喜ばせる。

４：すなわち我々の考えは各々の中において神である。

５：涙は私たちにとって苦痛や災いの薬である。

６：あなたが私の母を讃える故に、私はあなたにそれを与える。

７：誰があなたたちとともにあの国の中に留まるだろうか？

８：私に宛てられてきたあなたの手紙は何と長かったのでしょうか。

９：あなたたちは、自分たちの父親から受け取ったところの美徳を投げ捨てるだろうか？

10：敵に勝利した兵士たちは、ラッパ手を捕まえた。そしてまさに彼を殺そうとした時、ラッパ手が言った。「おお皆さん、どうか私を殺さないでください。なぜなら、私はあなたたちの誰をも殺さなかったのだから。私がラッパ以外に何も武器らしいものを持っていないのを御覧ください。」そして兵士たちは彼に向かって言った。「次のこと故に、死ぬのが道理なのだ。お前は戦っていないかもしれないが、お前以外の人たちを戦いに鼓舞するのだから。」

練習16

１：経験のない者たちにとって戦争は甘美なものである。

２：その場所に甘い水の泉がある。

３：彼は、その人にそれが真実かどうか訪ねる。

４：好機は人間たちにとって短い尺度を持つ。

５：しばしば真実から偽りを分けることは困難である。

６：詩人のヘーシヲドスは、徳の道は険しいと言っていた。

７：教育は一方で幸福な人にとっては飾りであるが、他方で不幸な人にとっては避難所である。

８：一方で学習なき本質（才能）は盲目にとどまり、他方で本質（才能）なき学習は不完全にとどまる。

９：足は速く、風はより速く、考えはもっとも速い。

10：人生は短いが、技術は長く、好機は速く、経験は危なっかしく、判断は困難である。（出典より医療の話と推測できる。「人生は短いが、医術を身につけるには時間がかかり、病気を治すチャンスはすぐに過ぎ去り、治療の経験は危なっかしく、病状の判断は困難である。」）

練習17

１：全ての大地が著名な人間の墓である。

２：大きなポリスは大きな荒野である。

３：その人たちは皆黒い武器を持っていた。

４：不思議なことはたくさんあるが、人間より不思議なものは何もない。

５：その哀れな母親たちは速い船の中にとどまるだろう。

６：腹の快楽は全ての良きことの始まりであり根っこである。

７：当時は行政の多くを９人の支配者が行っていたものでした。

８：文献学者のカリマコスは、大きな本は大きな悪に等しいと言っていた。

９：一つ一つの仕事に関してはできる人とできない人がいるが、全てのことに関して知恵を持っている人は誰もいない。

10：主は６日のうちに天、大地、海とその中にあるすべてのものを創った。そして７日目に休息した。そのこと故に、主はその第７日目を祝福し、その日を神聖なものとした。

練習18

１：恩人には感謝の気持ちを返さねばならない。

２：不幸は人間たちをより思慮深くする。

３：我々は、保証を与え、かつ得ることを欲する。

４：ソークラテースは多くの時間、履物なしで立っていた。

５：父なるゼウスは彼に、一方のものを与え、他方のものを拒んだ。

６：アテーナイ人は、そこに立って戦うことが良いように思われた。

７：なぜあなたたちは橋のそばに番人を立てなかったのか。

８：当時、ミーレートスを除いてイオーニア地方のポリスはキューロス側になびいた。

９：私の考えでは、友人を裏切らないものは誰でも、人間の中にあっても、神の中にあっても、大きな名誉を持つことになる。

10：ある詩人は言った。「神は生き物を創ったとき何かしらの贈り物をそれぞれの生き物に配分した。雄牛には角を、馬にはひづめを、鳥には翼を、それ以外のものにはそのような別のものを与えた。しかし人間にはそのようなものを何も与えなかった。しかし、男たちには勇気を、そして女たちには美を与えた。それ故に、すべてのものの中で女たちはもっとも強い。なぜなら、すべてのものに男たちは勇気で勝利するが、女たちは男たちに美で勝利するからだ。

練習19

１：直ちに家へ立ち去りましょう。

２：あなたはその魚を放してあげねばなりません。

３：唯一時間だけが正しい男を示す。

４：あなたはチーズを革袋の中にしまった。

５：彼は若者たちに、智を愛する気持ちを植え付けていた。

６：全ての牛が川の中に進んだ。

７：彼は手の中から地面へと剣を放った。

８：善のなから悪を作る方が、悪の中から善を作るよりも容易である。

９：父ピリッポスはここに12歳の子供、 我が家の大いなる希望であったニコテレスを埋葬した。

10：クセルクセースがギリシアへ兵を進めたとき、スパルタ人たちがテルモピュライにあるところの入り口を見張っていた。そして戦いの前にある味方が言った。「ペルシア人が矢を放つ時は、彼らはいつでも大量の矢によって太陽を隠してしまうそうだ。すなわち、それほどまでに矢の数は多い。」すると、ディエーネケースという名前のスパルタ人は言った。「あなたは我々に本当に良いことを教えてくれる。というのは、ペルシア人が太陽を隠してくれるなら、戦いは日向ではなく、日陰でできるだろうから。」

